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1
月
16
日（
水
）、尾
道

国
際
ホ
テ
ル
に
て
１
年
の
幕

開
け
と
な
る
新
年
宴
会
が

「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
〜

あ
る
べ
き
繋
が
り
を
求
め
て

〜
」の
テ
ー
マ
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

で
は
山
北
理
事
長
が
本
年
度
の

テ
ー
マ
で
あ
る「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
見
事
に
組
み
上
げ
ら
れ
、そ
の

後
の
挨
拶
で
は
１
年
間
の
決
意

と
メ
ン
バ
ー
へ
向
け
て
の
熱
い
思
い

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
後
に
は
新
入
会
員
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
飾
を
施
し
た
襷
を
着

け
て
登
場
し
自
己
紹
介
と
今
後

の
Ｊ
Ｃ
活
動
に
む
け
て
の
意
気

込
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｏ
Ｂ・特
別
会
員
と
の
交
流
で
は
、各

委
員
長・副
委
員
長
が
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
Ｏ

Ｂ・特
別
会
員
の
席
を
積
極
的
に
回
り
紹
介

し
先
輩
方
と
例
年
に
な
い
親
睦
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン

バ
ー
で
あ
ら
れ
る
、松
本
先
輩
、廣
川
先
輩
を

は
じ
め
、Ｏ
Ｂ・特
別
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
ご
出
席
賜

り
2
0
1
9
年
度
の
最
高
の
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー

ト
を
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
村
橋 

聡
）

　
１
月
16
日（
水
）、尾
道
国
際
ホ

テ
ル
に
て
1
月
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。バ
ッ
ジ
授
与
式
か
ら
始
ま

り
、理
事
長
・
直
前
理
事
長
・
監
事

の
バ
ッ
ジ
が
山
北
理
事
長
率
い
る
新

体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
理
事
長
年
頭
挨
拶
で
は

本
年
度
の
テ
ー

マ「
E
N
G
I

N
E
」〜
我
々

の
価
値
を
高

め
よ
う
〜
の
も

と
、改
め
て
山

北
理
事
長
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
に
志

と
想
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
今
年
一
年
間
ど
の
よ
う
に
活

動
し
て
い
く
か
思
い
描
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
各
種
表
彰
か
ら
は
2
0
1
8

年
度
卒
業
生
に
も
ご
出
席
頂
き
、

2
0
1
8
年
度
の
理
事
長・監
事・

出
向
者
・
例
会
皆
出
席
者
の
努
力

と
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。満

期
退
会
者
表
彰
で
は
卒
業
生
に
山

北
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、代
表
し
て
山
本
慎

也
先
輩
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
に
お
心

づ
け
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

（
記
事
：
吉
田 

嵩
正
）

一
月
例
会



　
1
月
13
日（
日
）、広
島
県
立
び
ん
ご
運

動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
成
人
式
に
お
い

て
、茶
道
速
水
流
尾
道
支
部
青
年
部
お
よ

び
尾
道
Ｊ
Ｃ
茶
道
同
好
会
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ

れ
る
尾
楽
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、成

人
茶
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
成
人
式
会

場
入
口
に
設

え
ら
れ
た
茶

席
に
お
越
し

頂
い
た
新
成

人
に
、着
物
姿

の
茶
道
同
好

会
メ
ン
バ
ー
が

お
茶
と
お
菓

子
を
振
舞
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
晴

天
の
お
か
げ
も

あ
り
、例
年
よ

り
も
多
く
の
新

成
人
・
来
賓
の

皆
様
に
お
越
し

頂
き
、と
て
も

華
や
か
な
場
と

な
り
ま
し
た
。先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た

伝
統
文
化
に
触
れ
、楽
し
ん
で
頂
け
た
と

感
じ
ま
す
。成
人
茶
会
に
ご
協
力
頂
い
た
メ

ン
バ
ー
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
結
び
に
、こ
れ
か
ら
の
尾
道
の
ま
ち
を

引
っ
張
って
い
く
新
成
人
の
皆
様
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
記
事
：
岡
田 

貴
臣
）

　
１
月
27
日
、浄
土
寺
に
て
茶
道
速
水
流

尾
道
支
部
の
初
釜
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
茶
道
同
好
会
か
ら

は
、石
津
謙
明
先
輩
と
尾
道
Ｊ
Ｃ
茶
道
同

好
会・政
成
会
長
が
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
先
日
行
い
ま
し
た
成
人
茶
会
に
お
い
て
、

茶
道
速
水
流
尾
道
支
部
の
多
大
な
る
ご
協

力
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
先
立
ち
、お
家
元
への
こ
れ
ま

で
の
感
謝
を
込
め
、花
束
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
年
は
現
お
家
元
の
速
水
宗

楽
宗
匠
か
ら
、次
期
お
家
元
と
な
る
速
水

宗
広
氏
へ
の
世
代

交
代
の
年
と
な
り

ま
す
。

　
懇
親
会
に
お
い

て
は
、尾
道
各
地

か
ら
40
名
あ
ま
り

の
お
弟
子
さ
ん
方

が
集
ま
り
、例
年

以
上
に
懇
親
を
深

め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
茶
道
速
水
流
は
尾
道
の
茶
道
文
化
に
お

い
て
、江
戸
時
代
か
ら
主
流
で
あ
り
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、政
成
会
長
へ
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
記
事
：
岡
田 

貴
臣
）

　
１
月
18
日（
金
）〜
20
日（
日
）の
日
程
で
京

都
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
19
日（
土
）は
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、

自
己
研
鑽
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、京
都
の
地
に
て
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
を

開
催
。

　
途
中
、中
国
地
区
広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会・龍

永
会
長
が
ご
挨
拶
に
来
ら
れ
、尾
道
の
み
な
ら

ず
、広
島
県
全
体
で一体
感
を
持
って
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
く
意
思
結
集

を
行
い
ま
し
た
。

　
20
日（
日
）は
新
年
式
典
に
参
加
、日
本
青
年
会
議
所・鎌
田
会
頭
の
新
年

年
頭
挨
拶
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
夢
も
希
望
も
な
い
そ
ん
な
未
来
は
み
と
め
ら
れ
る
わ
け
な
い
!!
と
い
う
、

強
い
メッ
セ
ー
ジ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、「
持
続
不
能
」か
ら
、「
持
続
可
能
」な
未

来
に
向
け
て
、今
我
々
が
行
動
す
る
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
J
C
が
尾
道
の「
E
N
G
I
N
E
」と
な
る
べ
く
、日
本
J
C
の
活

動
、方
向
性
を
全
員
で
共
有
し
、尾
道
市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い

団
体
へ
成
長
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
に
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ

い
！
　
　
　
　
　
　
　（
記
事
：
岡
田 

貴
臣
）

　
１
月
26
日（
土
）、ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島

に
お
い
て
、広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会・新
春
会

議
な
ら
び
に
新
春
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
尾
道
Ｊ
Ｃ
か
ら
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
委
員

会・委
員
長
と
し
て
高
山
敦
好
く
ん
、幹
事

と
し
て
三
谷
彰
紀
く
ん
が
出
向
し
、先
頭
に

立
って
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
春
会
議
で
は
、広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会・

龍
永
会
長
よ
り
、今
年
度
の
活
動
方
針
が
発

表
さ
れ
、ま
た
、各
委
員
長
か
ら
は
事
業
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
春
交
流
会
で
は
、鏡
開
き
に
よ
る
乾
杯

で
盛
大
に
ス
タ
ー
ト
し
、Ｌ
Ｏ
Ｍ（
地
域
）を

超
え
た
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
尾
道
Ｊ
Ｃ
が

広
島
全
体
を
け

ん
引
す
べ
く
、気

持
ち一つ
に
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
と

連
携
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
岡
田 

貴
臣
）

初 

釜

茶
道
同
好
会

初 

釜

茶
道
同
好
会

京
都
会
議

成
人
式
茶
会

成
人
式
茶
会

ブロック新春会議ブロック新春会議



　
2
月
3
日（
日
）、吉
備
津
彦
神
社（
一宮

神
社
）に
て
、節
分
豆
ま
き
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ベ
ッ
チ
ャ
ー
祭
り
で
広
く
知
ら
れ
る

こ
ち
ら
の
神
社
で
は
、
豆
や
餅
だ
け
で

な
く
、
賞
品
と
交
換
で
き
る
く
じ
が
撒

か
れ
る
な
ど
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
年
男
が
豆

ま
き
に
参
加
。
参
拝
者
の
皆
さ
ま
の
ご

健
康
・
ご
多
幸
な
ど
、
色
々
な
想
い
を

持
っ
て
豆
を
撒
き
ま
し
た
。

　
尾
道
の
伝
統
的
な
行
事
に
関
わ
る
こ

と
が
出
来
る
事
に
、
日
々
感
謝
で
す
。

（
記
事
：
岡
本 

正
也

専務理事

　本年度専務理事を務めます今岡正英と申します。山北理事長の掲げる「ENGINE」というテーマのもと、尾
道青年会議所が尾道の原動力となるべく、熱意を持って様々な事業に取り組んで参ります。専務理事という
立場から、全体のバランスを考えメンバー全員を盛り上げ、より良い事業が行えるよう努めてまいります。一
年間宜しくお願い致します。

今岡 正英

テーマ「熱意を持って」

副理事長・専務理事
あいさつ

2019 年度

安楽城 大作副理事長

川﨑 耕平副理事長

副理事長 中谷 純也

JC運動推進室

　本年度、ＪＣ運動推進室　副理事長を仰せつかりました川﨑耕平です。
　テーマを「存在する意義」とさせていただきました。
　山北理事長が掲げられる大きな「ＥＮＧＩＮＥ」を動かすエネルギーとなるのは、地域においてなくてはならな
い存在意義や価値であり、それには共感と賛同、そして我々の運動への参画だと思います。
　近年会員の減少が課題となるなかで、尾道も会員数がここ近年では最小数でのスタートとなります。
　本年度、担当させて頂きます、拡大研修委員会、総務広報委員会の両委員会で、今一度我々の運動を発信
し続け、参画していただけるメンバーを拡大して参りたいと思います。本年度もどうぞ宜しく御願い申し上げ
ます。

テーマ「存在する意義」

社会開発室

　本年度、社会開発室 副理事長を仰せつかりました、中谷 純也と申します。 本年度のテーマを思いやる心と
させて頂きました。同じ青年会議所メンバーとして、一緒に行動するなら、色々なメンバーと話をし、思いを共
有しながら、一丸となって活動を進める 事が大切だと考えます。 本年度の担当します、あるべき姿探求委員
会、地域活性化促進委員会の両委員会は、思いやりの心を持って、事業を一年間頑張って参ります。どうぞ一
年間よろしくお願い致します。 

テーマ「思いやる心」

政策室

　本年度政策室副理事長を仰せつかりました安楽城大作です。
　政策室ではまちの魅力創造、地域教育推進といった尾道のまち・人の未来に対してアプローチしていく委
員会を受け持ちます。
　尾道の将来がより明るく、そして楽しくなるようなチャンスを生み出していくべく、1年間フルスロットルで
邁進してまいりますので、何卒宜しくお願い致します！

テーマ「チャンスメーカー」

組織活性化推進室

　副理事長の美ノ上です。よろしくお願いします。
　「人と会うのが醍醐味になってこそ本物」と思い。
　組織の活性化の為、一所懸命頑張ります。

テーマ「縁心力」

副理事長 美ノ上 仁孝

ᝅ
ǉ
Ƙ



　暦の上では立春を迎え春となりました。暖冬とはいえ寒さの厳しい日も増えています。先日、上
下に行ったときに露地物のふきのとうが店頭に並んでおり驚きました。これからつくしやタラの芽
など季節感のあるものを食べるのが楽しみでなりません。
　旬のものを食べることが体にはよいと昔から言われています。全国的にインフルエンザが猛威
をふるっておりますが、体にいいものを食べて健康にがんばりましょう。　　 （記事：吉田嵩正）

facebookHP
編集
後記

理事セクレタリー

活気溢れる組織作り推進委員会

地域の魅力創造委員会

次代を担う宝育成委員会

あるべき姿探究委員会

地域活性化促進委員会

拡大研修委員会

総務広報委員会

　活気溢れる組織作り推進委員会の副委
員長を務めさせて頂きます石森良です。
　当委員会は尾道青年会議所の組織を
しっかりと盛り上げていく委員会なので、
池田委員長の掲げる「一所懸命」のテーマ

のもと、何事にも一所懸命に取り組み、メンバー全員が盛り
上がるような事業を展開していきたいと思います。一年間ど
うぞよろしくお願い致します。

　本年度、地域の魅力創造委員会の副委
員長を務めます高橋建太です。当委員会で
は大本委員長の掲げる「絶好機」のテーマ
のもと、事業を展開してまいります。大本委
員長を支え、委員会メンバーを盛り上げ、縁

の下の力持ちになれるようにしっかりと務めていきますので、
一年間よろしくお願い致します。

　昨年は委員長として皆様には大変お世
話になりました。今年は副委員長という立
場なので、これまでの経験を活かししっか
りと委員会を盛り上げていきたいと思い
ます。加藤委員長はＭｒ.パーフェクトと呼

ばれているので今年１年間で崩してみせます（笑）委員会メン
バーも個性豊かなメンバーが多いので、非常に楽しい委員
会です。また全体事業が複数あるので是非皆様参加の程よ
ろしくお願いいたします！！！

　あるべき姿探求委員会の副委員長を担
当することになりました鍋島巧と申します。
　本委員会は、様々な立場に立って我々の
あるべき姿を追い求めるという例年にはな
い委員会となります。

　この難しい課題を一年間追求していった先に、我々は一体
どのような姿になっているのでしょうか。
　その姿をかけがえのない素晴らしいものにするために、委
員会メンバーの結束を高めて原田委員長をサポートしていき
たいと思います。
　一年間よろしくお願いいたします。

　地域活性化促進委員会の副委員長を仰
せつかりました、高升純です。
　当委員会では大前委員長の「地域と共
に」のテーマのもと、「尾道の活性化」、「災
害に強いまちづくり」事業に取り組むため

にしっかりと支え、委員会メンバーを盛り上げ一致団結し良
い事業ができるよう努めてまいります。１年間宜しくお願い
致します。

　本年度、拡大研修委員会の副委員長の
中島です。
　当委員会では、小林委員長の掲げる「心
に火を灯す」の基、拡大目標を必達２０名と
し、積極的に拡大活動を行っております。

　そして、メンバー皆様の拡大意識の高さと努力により、現時
点で４件の仮入会申込書を獲得することができました。今後も
積極的に拡大活動を続け、尾道青年会議所メンバー一致団結
し、本年度の拡大目標を達成したいと思っておりますので、皆
様引き続きのご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

　２０１９年度ＪＣ運動推進室　総務広報
委員会　副委員長の岡本です。
　本年度は岡田委員長のテーマ「ＣＨＡＮ
ＧＥ」ということなので、「ＣＨＡＮＧＥ」され

ないように頑張りたいと思います。2019年度も宜しく御願
い致します。

　本年度、理事セクレタリーを務めます、小
川と申します。尾道青年会議所メンバーの
皆さまが円滑に活動できるよう一年間しっ
かりサポートしてまいります。与えられた役
割をこなすだけではなく、自ら能動的に活

動し、一日一日を大切にしていきたいと思います。一年間どう
ぞよろしくお願い致します。

副委員長あいさつ
2019 年度

高橋 建太副委員長

鍋島 巧副委員長

中島 裕一朗副委員長

小川 直紀

副委員長 石森 良

副委員長 𠮷田 雄太

副委員長 高升 純

副委員長 岡本 正也


